
　かかりつけ医に相談しましょう。場合によって病院受診とな
ります。かかりつけ医に連絡がつかない場合、症状に応じた対
処方法や判断の目安となる情報をホームページなどで調べて
みましょう。

いざというときに
緊急時の連絡・通報先01

病気・けがをしたら02

110局番なしの

吹田警察署

吹田市消防本部

吹田市水道部

電気のトラブル

電話の故障

ガスもれ通報専用

吹田市役所

事件・事故
TEL 119局番なしの

火事・救急
FAXTEL

❶救急車が必要です。
❷場所は〇〇町〇〇丁目〇
番〇〇号です。

❸病人・けが人の容態、年齢、
性別を伝える。（事故の場
合は事故内容も）

❹わたしは〇〇（名前）です。
❺電話番号は〇〇〇〇・〇〇
〇〇です。

❶火事です。家が燃えています。
❷場所は〇〇町〇〇丁目〇
番〇〇号です。

❸〇階建ての〇階です。
❹わたしは〇〇（名前）です。
❺電話番号は〇〇〇〇・〇〇
〇〇です。

火事のときは 救急車を呼ぶときは

※救急車の適正な利用をお願いします。

● 内科 　● 小児科（2次救急） 　● 外科
● 整形外科 　● 循環器内科

診療科目

受付時間 小児科を除く救急患者は24時間受け付けます。
※患者の重症度により診察の順番が変わります。

● 内科 　● 外科　● 循環器内科　● 消化器内科 
● 心臓血管外科 　 ● 脳神経外科　● 整形外科

診療科目

受付時間 救急患者は24時間受付しています。

済生会吹田病院

● 内科 　● 外科 　● 救命救急センター診療科目

受付時間 救急患者は24時間受け付けます。
※患者の重症度により診察の順番が変わります。

済生会千里病院

医療法人徳洲会 吹田徳洲会病院

x川園町1・2

x津雲台1・1・6

x千里丘西21・1

　重症患者への対応などで受診できない場合があります。事前
に各病院に問い合わせてください。小児科の初期救急外来は豊
能広域こども急病センターで診察します。

救急病院

● 内科 　● 小児科（2次救急） 　● 外科
● 整形外科 　● 脳神経外科

診療科目

受付時間 小児科を除く救急患者は24時間受け付けます。
小児科の受付時間は火・水・木・日曜日の午前7時～
午前9時、月～金曜日の午後5時～午後7時、土曜日
の午前9時～午後2時30分

吹田市民病院
x岸部新町5・7 TEL06・6387・3311 ℻06・6380・5825

TEL06・6382・1521

TEL06・6871・0121

● 内科 　● 外科診療科目

受付時間 午前9時～午後5時
夜間、祝・休日は事前に問い合わせてください。

大和病院
x垂水町3・22・1 TEL06・6380・1981

TEL06・6878・1110 ℻06・6878・1114

　小児科医の支援体制のもと看護師が相談に応じます。子ども
の急病時、病院へ行くべきか判断に迷った時に利用してくださ
い。緊急性が高い場合は、119番を利用してください。

小児救急電話相談 （＃8000）

休日急病診療所
x青山台4・31・20 TEL06・6831・6700 ℻06・6831・6733

● 内科 　● 小児科 　● 外科 　● 歯科診療科目

受付時間 日曜日、祝・休日、年末年始
午前9時30分～午前11時30分、午後1時～午後４時30分

豊能広域こども急病センター
x箕面市萱野5・1・14 TEL072・729・1981

● 小児科（中学生以下）診療科目

TEL#8000

受付時間 ［月～金曜日］午後6時30分～
［土曜日］午後2時30分～
［日曜日、祝・休日、12/29～1/3］午前8時30分～
※いずれも翌午前6時30分まで

けが、やけど、眼・耳・歯の病気、異物の飲み込みは診察できません。

携帯・固定電話（プッシュ回線）

TEL06・6765・3650
受付時間

固定電話（IP・ダイヤル回線）

午後7時～翌朝8時

　「病院に行くべきか」「救急車を呼ぶべきか」「応急手当ての仕
方がわからない」などの相談に、医師、看護師、相談員が応じま
す。緊急性が高い場合は、直ちに救急車が出動します。

救急安心センターおおさか（救急医療相談）

TEL#7119携帯・固定電話（プッシュ回線）

TEL06・6582・7119
受付時間

固定電話（IP・ダイヤル回線）

24時間365日体制

緊急時には
迷わず

119番を!

緊急を要しない場合は、地域の診療所（かかりつけ医）を受診しましょう
夜間・休日など、翌日まで待てない場合は、休日急病診療所や吹田市民病院などの救急病院や、
豊能広域こども急病センターを受診しましょう
急激に症状が悪化した場合や、緊急性がある場合は、迷わず救急車を呼びましょう
病院に受診すべきか、どの医療機関に行ったらよいのかわからない場合は、電話案内を利用しましょう

1

2

3

4

症状が重い場合 緊急でないと思われる場合
● 激痛（腹痛、頭痛など）がある　● 意識がない
● けいれんが止まらない　　　　● 出血が激しい
● 呼吸が極めて困難になっている

日本小児科学会こどもの救急ホームページ

http://kodomo-qq.jp/
大阪府小児救急ホームページ

https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/syouni-qq/
大阪府医療機関情報システム

https://www.mfis.pref.osaka.jp/
すいた年輪サポートなび

https://carepro-navi.jp/suita

救急車を呼ぶ 119番

　かかりつけ医とは、自分や家族の健康状態を把握してくれる身
近な診療所などの医師のことです。いつも同じ医師を受診してい
れば、これまでにかかった病気や自分の体質などを踏まえて、適切
な診療をしてもらえます。専門的な治療や検査、入院が必要なとき
は適切な病院を紹介してもらうことができ、訪問看護やヘルパー
などの介護保険サービスを受ける際に相談することもできます。

　軽度の患者が病院に集中しすぎてしまうと、救急や重症の患者
の治療が遅れてしまうことが心配されます。専門的な治療を必要
とする人や救急患者のために、かぜなどの軽症の場合は、まず地
域の診療所などのかかりつけ医を受診するようにしましょう。

❷かぜなどの軽症の場合は、まずかかりつけ医を受診
しましょう

❸診療所などのかかりつけ医と、専門的な検査、入院
治療のできる病院の役割の違いを理解し、上手に医
療機関にかかりましょう

❶かかりつけ医を持ちましょう

上手な医療機関のかかり方

異物誤飲（プラスチック、石、ビー玉など）や食中毒、慢性の中毒、
医薬品の副作用は相談できません。 

24時間対応

緊急時・困ったときの電話案内
適切な医療機関がわからないとき
●救急安心センターおおさか

か（プッシュ回線）TEL#7119

24時間対応誤飲（公益財団法人 日本中毒情報センター）

●家庭用洗剤、医薬品を誤飲したとき
　「大阪中毒110番」 TEL072・727・2499
●たばこを誤飲したとき（音声テープによる情報提供）
　「タバコ専用電話」TEL072・726・9922

●大阪府救急医療情報センター

午後7時～翌朝8時

夜間の子どもの急病時、病院へ行ったほうが
よいか判断に迷ったとき
●小児救急電話相談

か（プッシュ回線）TEL#8000

in case of
emergency

TEL06・6385・1234（代）

TEL06・6193・0119 ℻06・6193・0100

TEL06・6384・1251（代）

TEL0800・777・3081

TEL局番なしの113

TEL0120・5・19424

TEL06・6384・1231（代）

TEL06・6582・7119

TEL06・6693・1199

TEL06・6765・3650
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　かかりつけ医に相談しましょう。場合によって病院受診とな
ります。かかりつけ医に連絡がつかない場合、症状に応じた対
処方法や判断の目安となる情報をホームページなどで調べて
みましょう。

いざというときに
緊急時の連絡・通報先01

病気・けがをしたら02

110局番なしの

吹田警察署

吹田市消防本部

吹田市水道部

電気のトラブル

電話の故障

ガスもれ通報専用

吹田市役所

事件・事故
TEL 119局番なしの

火事・救急
FAXTEL

❶救急車が必要です。
❷場所は〇〇町〇〇丁目〇
番〇〇号です。

❸病人・けが人の容態、年齢、
性別を伝える。（事故の場
合は事故内容も）

❹わたしは〇〇（名前）です。
❺電話番号は〇〇〇〇・〇〇
〇〇です。

❶火事です。家が燃えています。
❷場所は〇〇町〇〇丁目〇
番〇〇号です。

❸〇階建ての〇階です。
❹わたしは〇〇（名前）です。
❺電話番号は〇〇〇〇・〇〇
〇〇です。

火事のときは 救急車を呼ぶときは

※救急車の適正な利用をお願いします。

● 内科 　● 小児科（2次救急） 　● 外科
● 整形外科 　● 循環器内科

診療科目

受付時間 小児科を除く救急患者は24時間受け付けます。
※患者の重症度により診察の順番が変わります。

● 内科 　● 外科　● 循環器内科　● 消化器内科 
● 心臓血管外科 　 ● 脳神経外科　● 整形外科

診療科目

受付時間 救急患者は24時間受付しています。

済生会吹田病院

● 内科 　● 外科 　● 救命救急センター診療科目

受付時間 救急患者は24時間受け付けます。
※患者の重症度により診察の順番が変わります。

済生会千里病院

医療法人徳洲会 吹田徳洲会病院

x川園町1・2

x津雲台1・1・6

x千里丘西21・1

　重症患者への対応などで受診できない場合があります。事前
に各病院に問い合わせてください。小児科の初期救急外来は豊
能広域こども急病センターで診察します。

救急病院

● 内科 　● 小児科（2次救急） 　● 外科
● 整形外科 　● 脳神経外科

診療科目

受付時間 小児科を除く救急患者は24時間受け付けます。
小児科の受付時間は火・水・木・日曜日の午前7時～
午前9時、月～金曜日の午後5時～午後7時、土曜日
の午前9時～午後2時30分

吹田市民病院
x岸部新町5・7 TEL06・6387・3311 ℻06・6380・5825

TEL06・6382・1521

TEL06・6871・0121

● 内科 　● 外科診療科目

受付時間 午前9時～午後5時
夜間、祝・休日は事前に問い合わせてください。

大和病院
x垂水町3・22・1 TEL06・6380・1981

TEL06・6878・1110 ℻06・6878・1114

　小児科医の支援体制のもと看護師が相談に応じます。子ども
の急病時、病院へ行くべきか判断に迷った時に利用してくださ
い。緊急性が高い場合は、119番を利用してください。

小児救急電話相談 （＃8000）

休日急病診療所
x青山台4・31・20 TEL06・6831・6700 ℻06・6831・6733

● 内科 　● 小児科 　● 外科 　● 歯科診療科目

受付時間 日曜日、祝・休日、年末年始
午前9時30分～午前11時30分、午後1時～午後４時30分

豊能広域こども急病センター
x箕面市萱野5・1・14 TEL072・729・1981

● 小児科（中学生以下）診療科目

TEL#8000

受付時間 ［月～金曜日］午後6時30分～
［土曜日］午後2時30分～
［日曜日、祝・休日、12/29～1/3］午前8時30分～
※いずれも翌午前6時30分まで

けが、やけど、眼・耳・歯の病気、異物の飲み込みは診察できません。

携帯・固定電話（プッシュ回線）

TEL06・6765・3650
受付時間

固定電話（IP・ダイヤル回線）

午後7時～翌朝8時

　「病院に行くべきか」「救急車を呼ぶべきか」「応急手当ての仕
方がわからない」などの相談に、医師、看護師、相談員が応じま
す。緊急性が高い場合は、直ちに救急車が出動します。

救急安心センターおおさか（救急医療相談）

TEL#7119携帯・固定電話（プッシュ回線）

TEL06・6582・7119
受付時間

固定電話（IP・ダイヤル回線）

24時間365日体制

緊急時には
迷わず

119番を!

緊急を要しない場合は、地域の診療所（かかりつけ医）を受診しましょう
夜間・休日など、翌日まで待てない場合は、休日急病診療所や吹田市民病院などの救急病院や、
豊能広域こども急病センターを受診しましょう
急激に症状が悪化した場合や、緊急性がある場合は、迷わず救急車を呼びましょう
病院に受診すべきか、どの医療機関に行ったらよいのかわからない場合は、電話案内を利用しましょう

1

2

3

4

症状が重い場合 緊急でないと思われる場合
● 激痛（腹痛、頭痛など）がある　● 意識がない
● けいれんが止まらない　　　　● 出血が激しい
● 呼吸が極めて困難になっている

日本小児科学会こどもの救急ホームページ

http://kodomo-qq.jp/
大阪府小児救急ホームページ

https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/syouni-qq/
大阪府医療機関情報システム

https://www.mfis.pref.osaka.jp/
すいた年輪サポートなび

https://carepro-navi.jp/suita

救急車を呼ぶ 119番

　かかりつけ医とは、自分や家族の健康状態を把握してくれる身
近な診療所などの医師のことです。いつも同じ医師を受診してい
れば、これまでにかかった病気や自分の体質などを踏まえて、適切
な診療をしてもらえます。専門的な治療や検査、入院が必要なとき
は適切な病院を紹介してもらうことができ、訪問看護やヘルパー
などの介護保険サービスを受ける際に相談することもできます。

　軽度の患者が病院に集中しすぎてしまうと、救急や重症の患者
の治療が遅れてしまうことが心配されます。専門的な治療を必要
とする人や救急患者のために、かぜなどの軽症の場合は、まず地
域の診療所などのかかりつけ医を受診するようにしましょう。

❷かぜなどの軽症の場合は、まずかかりつけ医を受診
しましょう

❸診療所などのかかりつけ医と、専門的な検査、入院
治療のできる病院の役割の違いを理解し、上手に医
療機関にかかりましょう

❶かかりつけ医を持ちましょう

上手な医療機関のかかり方

異物誤飲（プラスチック、石、ビー玉など）や食中毒、慢性の中毒、
医薬品の副作用は相談できません。 

24時間対応

緊急時・困ったときの電話案内
適切な医療機関がわからないとき
●救急安心センターおおさか

か（プッシュ回線）TEL#7119

24時間対応誤飲（公益財団法人 日本中毒情報センター）

●家庭用洗剤、医薬品を誤飲したとき
　「大阪中毒110番」 TEL072・727・2499
●たばこを誤飲したとき（音声テープによる情報提供）
　「タバコ専用電話」TEL072・726・9922

●大阪府救急医療情報センター

午後7時～翌朝8時

夜間の子どもの急病時、病院へ行ったほうが
よいか判断に迷ったとき
●小児救急電話相談

か（プッシュ回線）TEL#8000

in case of
emergency

TEL06・6385・1234（代）

TEL06・6193・0119 ℻06・6193・0100

TEL06・6384・1251（代）

TEL0800・777・3081

TEL局番なしの113

TEL0120・5・19424

TEL06・6384・1231（代）

TEL06・6582・7119

TEL06・6693・1199

TEL06・6765・3650
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災害発生時03
危機管理室問

避難の心得10か条
『ひこぼしとあかるきひ（なん）』

火元確認！ガスの元栓・電気のブレーカー

子どもや高齢者の手を握って避難

防災カードを身に付ける

集合場所へは近所の人たちと集団で

徒歩で避難だ！車は厳禁！

ひ

こ

ぼ

し

と

災害用伝言ダイヤル、災害用伝言板体験デー

　毎月1日と15日、1月1日～3日、8月30日～9月5日（防
災週間）、1月15日～21日（防災とボランティア週間）。
　もしものときのために試してみてください。

余震などの2次災害に備えて、自主的に避難するところです。
●一時避難地（地震)

延焼火災などの危険性があるとき、市職員や警察官、消防職員の
指示・誘導により避難するところです。

●広域避難地

地震などにより家屋が全半壊、全半焼したときや風水害のときに、
市が必要に応じて開設するところです。災害に関する情報の提供
や市民からの情報収集を行います。

●避難所

TEL06・6384・1753 ℻06・6369・6080

頭を保護するヘルメットに防災頭巾

家族には連絡メモの活用を

ルート設定！危険な道や塀のそば、川べりなどは必ず避ける

極力荷物は最小限に

避難は指定された避難場所へ

あ

か

る

き

ひ

　地域や自治会、マンションなどで、防火映画会や消火訓
練、救急講習などを開催するとき、相談に応じます。南・北・
西・東消防署でも受け付けます。

消防相談 救命講習会

交通事故にあったら05

　交通事故証明書や無事故・無違反証明書、累積点数等証明書、運転記録証明書、運転免許
経歴証明書を発行します。

交通事故・運転経歴の証明書

自動車安全運転センター大阪府事務所問 TEL06・6909・5821

防災の取り組み06

　AED（自動体外式除細動器）を使った応急手当てを行える
よう、心肺蘇生法を身に付けましょう。毎月19日に南・北・
西・東消防署などで開催します。無料。

そ　せい

消防本部問 TEL06・6193・0119 ℻06・6193・0100 警防救急室（救急啓発グループ） 問

TEL06・6381・0003 ℻06・6317・0700

防災
チェックリスト
　自分に必要なものに
チェックをしておきま
しょう。

□ ミルク 
□ 紙おむつ 
□ ほ乳瓶

その他
□ 携帯トイレ（1人1日5回）
□ 懐中電灯
□ 携帯電話
□ モバイルバッテリー
□ 携帯ラジオ
□ 雨具
□ 筆記具
□ 地図
□ 笛（ホイッスル）
□ ろうそく・ライター
□ 缶切り
□ カセットコンロ・ガスボンベ
□ 
□ 
□ 

生活必需品
□ 上着
□ 下着
□ 靴下
□ タオル
□ 生理用品
□ メガネ
□ オムツ
□ 耐熱ラップ
□ トイレットペーパー

小さな子供がいる
場合に必要なもの

感染症対策も
忘れずに

非常食品・飲料水
□ アルファ化米
□ 缶詰やレトルト食品
□ 水（1人1日3リットル）
□ 使い捨ての皿、コップ

応急医療品
□ 常用薬
□ 絆創膏
□ 包帯
□ ガーゼ
□ 使い捨て手袋
□ ビニール袋

貴重品
□ 現金
□ カード
□ 預貯金通帳
□ 権利証書
□ 免許証
□ 保険証
□ 印鑑

□ マスク
□ 消毒液 
□ 体温計

備品リストの
詳細をチェック!

in case of
emergency いざというときに

　火災により被害を受けたとき、税金の免除や保険金
の請求などのため、り災証明書を申請してください。手
数料300円が必要。

り災証明書

被災したら04

消防本部指令情報室
TEL06・6193・1119 ℻06・6193・0100

問

　災害で被害を受けたとき、その程度に応じて税・保険
料などの減免があります。

税や保険料などの減免

市民税課問

資産税課問

国民健康保険課問

市民課 国民年金担当問

TEL06・6384・1248 ℻06・6368・7344

　火事や風水害などの被災者に、災害見舞金・災害弔
慰金を支給します。故意か重過失により発生したもの
は除きます。災害発生から1年以内に申請して
ください。

災害見舞金

生活福祉室問

TEL06・6384・1334 ℻06・6368・7348

TEL06・6384・1245 ℻06・6368・7344

TEL06・6384・1241 ℻06・6368・7347

TEL06・6384・1209 ℻06・6368・7346

［全焼・全壊］
1世帯5万円

［半焼・半壊］
1世帯3万円

［床上浸水］
1世帯3万円

［90日以上入院の傷害］
1人3万円

災害見舞金

災害弔慰金 ［死亡］
1人5万円

　大災害に際し、被災地との通話が困難になった場合、災害用
伝言ダイヤルが使用できます。

災害用伝言ダイヤル（171）について

1 7 1 をダイヤルした後、
ガイダンスに従ってください。

災害用伝言板サービス・web171
　災害発生時などに、携帯電話を利用して安否情報を登録で
き、携帯電話やパソコンから確認することができます。
NTTドコモ KDDI（au） ソフトバンクモバイル web171
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